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8 期生 (2017年修了）株式会社クリーム 専務取締役

片岡 さよ

今回お話をうかがったのは、株式会社クリームの片岡さよ

さん。 クリームは1955年に創業したカタオカ印刷が、 2019年

に社名変更した会社です。

結婚を機にカタオカ印刷に就職し、現在まで。 これまでの

歩みと片岡さんが思い描くこれからを紹介します。

◆幼少期から培われたチャレンジ精神

一片岡さんは、子どもの頃や学生時代はどのように過ごして

きたのでしょうか。

2 歳の時、 父親が不慮の事故で急逝し、 それ以来母親 と弟と

3人で暮らしてきました。 そのため、 幼い頃から自分にできる

ことはないかと常に考えていました。忙しい母に代わって洗泄

しておこう、 朝ご飯を作っておこうなど、 自分がお 手伝いできそ

うなことはなんでもチャレンジしてみる。 小学校の低学年から

そういう考えを持って生活していたように思います。

学生時代には友人に恵まれ、それぞれが好きな音楽や文学の

ことを語り合ったり、 いろいろな

価値観があることを学んだ

り、 夫と出会ったりと農

か な時間を過こしま

した。

短大卒業後は

ピアノ購師として

働き始めました。

小さな子どもたちやその親御さんたちと接する中で、 どうすれ

ばやる気が芽生え 、 成長の機会を作れるのだろうと考える

機会が 多く、 学びの多い日々でした。 その後、 結婚と 同時に

夫の家業であるカタオカ印刷jに就職。 現在に至ります。

◆印刷業界に吹く逆風を超えていく

ー結婚と同時に印刷業界に入られたということですが、最初の

印象やその後取り組んできたことを教えていただけますか？

私が入った当時は印刷の手法や作業がとてもアナログで、

こんなに手作 業が多いのかと衝撃を受けたことを覚えてい

ます。時代の流れとともにデジタル化や効率化がされていき

ましたが、 一方で2000年頃をピークに印刷業界全体が右肩下

がりに。 印刷会社としてこの苦境にどうやって立ち向かえば

いいのか。 出口が見えない不安な状況を過ごしていました。

時を同じくして、 義理の両親が2人とも要介護状態になり、

そこから約 10 年、 夫と協力して仕事と介護を両立する生活が

続きました。

両親を看取り、 まずは経営について

学ぽうと土佐 MBAの「商人塾J

や関連するセミナーを

受講しました。 そんな

流れの中で、 土佐

経営塾も受講する

ことにしました。
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